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野の花と風薫る郷から

南
鉄
サ
ロ
ン

鉄
道
の
日
記
念

写
真
コ
ン
テ
ス
ト
作
品
募
集

わ
が
国
の
鉄
道
は
、
明
治
―‐１
年

（
一
八
七
二
年
）
の
十
月
十
四
Ｈ

に
新
橋
、
横
浜
間
が
最
初
に
開
通

し
て
そ
の
歴
史
を
踏
み
出
し
ま
し

た
。
全
国
の
鉄
道
で
は
そ
の
日
を

記
念
し
て

「鉄
道
の
日
」
と
し
て

祝
う
こ
と
に
し
て
い
ま
す
〓

南
阿
蘇
鉄
道
に
お
い
て
も
、
今

後
の

．
川
の
発
展
と
そ
の
役
割
に

つ
い
て
の
告
様
の
理
解
と
関
心
を

持

っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
願

っ
て
、

表
彰
式
典
や
小
学
校
高
学
年
の
新

型
ト

ロ
ッ
コ
列
車

へ
の
体
験
乗

‐―‐…

や
、
次
の
と
お
り
写
真

コ
ン
テ
ス

ト
を
開
催
し
ま
す
の
で
、
多
数
応

募
く
だ
さ
い
。

コ
ン
テ
ス
ト
応
募
要
領

■
今
年
十
月

一
日
以
後
に
、撮
影
し
た
作
品
（
一

人
三
点
ま
で
）

■
鉄
道
の
日
に
ふ
さ
わ
し
い
作
品

■
南
阿
蘇
鉄
道
と
阿
蘇
を
題
材
に
し
た
も
の

■
南
阿
蘇
鉄
道
と
客
を
対
象
に
し
た
ス
ナ
ッ
プ

■
大
き
さ
は
四
切
リ
プ
リ
ン
ト

（Ｗ
四
切
可
）
、

リ
バ
ー
サ
ル
は
プ
リ
ン
ト
で
受
付
ま
す
。

返
送
希
望
者
は
返
送
用
の
切
手
を
同
封
し
て
く

だ
さ
い
。
た
だ
し
入
賞
版
権
は
主
催
者
に
属
し

ま
す
。

■
住
所
、
氏
名
を
明
記
の
上
、
郵
送

（十
月
二

十
七
日
の
消
印
ま
で
有
効
）
ま
た
は
十
月
二
十

七
日
ま
で
に
持
参
く
だ
さ
い
。

■
選
考
は
当
社
取
締
役
会
に
お
い
て
審
査
発
表
。

優
秀
賞

一
点
三
万
円
　
特
別
賞

一
点
二
万
円

入
選
三
点

一
万
円

■
送
り
先

・
問
い
合
わ
せ
先

一〇
８
６
９

・
１
６
　
阿
蘇
郡
高
森
町
高
森
１
５

３
７
の
２
　
南
阿
蘇
鉄
道
株
式
会
社

富

（０
９
６
７
６
）
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・
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39年ぶりに復活した高森阿蘇神社の巫女舞

い。小・中学生の皆さんが頑張りま した。

ら

ｏ
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ｏ

か

す

が

用

い

度

ま

所
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さ

年

し

住

ヽ
だ

来

布

に

は

＜

事‐ま‐
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利

弟

区

記

帯

が

る

絡
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世

万

れ

違

Ｊ

全

た

さ

で

庭

に

れ

望

ま

家

別

ら

希

係

ご

は

な

を

民

る

と

に

載

町

れ

報

り

掲

か

ら

広

な

ヽ
当

え

ヽ
＜

も

担

迎

に

亡

で

報

を

め

ぉ

合

広

盆

じ

ヽ
場

に

初

は

た

た

で

ｒ

月

ま

つ

ま

８

　

か

め

本
広
報
誌
は
取
材
、
印
刷
の
都
合
上
、

毎
月
五
日
直
後
の
水
曜
日
に
各
駐
在
区

文
書
と
し
て
発
送
し
て
お
り
ま
す
。
広

報
八
月
号
の

「初
盆
を
迎
え
ら
れ
る
ご

家
庭
」
の
記
事
に
つ
い
て
、
早
期
発
行

の
ご
希
望
や
、
お
問
い
合
わ
せ
が
あ
り

色
々
と
検
討
致
し
ま
し
た
が
、
広
報
誌

の
発
行
を
早
め
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

の
で
、
原
則
と
し
て
来
年
度
以
降
は
八

月
最
初
の
水
曜
日
発
送

（来
年
は
八
月

二
日
に
発
送
）
の
駐
在
員
文
書
と
し
て

全
戸
に
こ
の
記
事
を
配
布
す
る
こ
と
と

致
し
ま
す
。
（広
報
は
八
月
九
日
発
送
）

こ
の
場
合
、
七
月
二
十

一
日
届
出
分

ま
で
の
掲
載
と
な
り
ま
す
の
で
ご
理
解

を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
掲
載
を
希

望
さ
れ
な
い
場
合
や
、
住
民
票
が
無
い

方
の
場
合
で
、
本
町
で
初
盆
を
行
わ
れ

る
な
ど
の
ご
事
情
に
よ
り
掲
載
を
希
望

さ
れ
る
場
合
は
早
め
に
お
中
し
出
く
だ

さ
い
。

●

●   ●

●

「ドドーーーン」と一尺玉など1000発の花火が打ち上がり

ました。今年から高森駅の西側に会場が変わりました。

の輛
lk祭りり

▼
猛
暑
だ
っ
た
△
フ
年
の
夏
も
、
何

と
ガ
秋
を
迎
え
る
こ
と
ど
で
き
る

よ
う
に
は
っ
て
き
た
よ
う
で
す
。

皆
さ
ん
夏
バ
テ
は
解
消
さ
れ
讀
し

た
で
し
よ
う
な
？

こ
の
秋
こ
そ
＼
食
欲
、
読
書
＼

ス
ポ
ー
ツ
の
秋
に
ふ
さ
わ
し
い
季

節
で
あ
つ
て
欲
し
い
と
期
待
す
る

も
の
で
す
。

▼
さ
て
、
９
用
は
敬
老
の
日
の
前

後
に
＼
町
主
催
の
敬
老
会
づ
開
催

さ
ね
ま
す
。
お
年
寄
り
と
の
交
流
＼

対
話
を
深
め
て
、
い
た
わ
っ
て
あ

げ
た
い
も
の
で
す
。
現
代
の
日
本

の
繁
栄
の
基
礎
を
築
か
れ
た
方
で

で
す
。
い
ろ
い
ろ
な
音
の
話
し
な

ど
を
聞
い
て
、
知
識
を
吸
収
し
ま

し
よ
う
。
そ
れ
ど
ま
た
＼
お
年
寄

り
の
生
き
が
い
に
つ
な
が
っ
て
い

き
ま
す
。
特
に
子
ど
も
た
ち
と
お

年
寄
り
と
の
交
流
は
大
切
な
こ
と

で
す
。
い
ず
れ
誰
も
が
老
齢
人
□

の

一
人
と
な
り
ま
す
。
敬
老
の
日

を
機
会
に
、
こ
れ
が
ら
迎
え
る
高

齢
化
社
会
の
現
実
を
直
視
し
＼
そ

の
対
応
策
な
ど
を
含
め
て
＼
ご
家

族
で
話
し
合
っ
て
み
ら
れ
ま
せ
ん

な
？
９
月
の
お
も
な
行
事

１４
日
か
ら
‐９
日
ま
で
各
地
区
で
敬
老

会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

高
森
町
民
憲
章

一　
水
と
緑
と
土
の
に
お
い
い
っ

ぱ
い
の
住
み
よ
い
町
に
し
ま

す
。

二

伝
統
を
重
ん
じ
、
文
化
の
薫

る
潤
い
の
あ
る
町
に
し
ま
す
。

三

老
人
を
大
切
に
し
、
子
供
の

夢
を
育
て
幸
せ
な
町
に
し
ま

す
。

四

勤
労
を
尊
び
、
産
業
を
振
興

し
活
力
あ
る
町
に
し
ま
す
。

五

ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
み
、
心
身

を
き
た
え
健
全
な
町
に
し
ま

す
。

今年の仮装行列には高森町役場 (写真左)と 各区の向上会が参加。色々なアイデ    今年も樽みこしが練り歩きました。
アを凝らして沿道の人々を楽しませました。

肥後の「3バカ」騒ぎ
晴天に恵まれて風鎮祭開催される

台風に見舞われ中止になったこともあるこの祭りも、今年

は17日 、18日 とも0青天に恵まれ、全日程を無事終了するこ

とができました。風鎮祭の記事は 3ページに掲載していま

す。

人□の動き
(8月 1日 I:兒在)
世帯数 2,526(-4)
男  3,909(+4)
女  4,230(+5)
総  数 8,139(+9)

■発行/高森町役場 ■編集/総務課 〒86916・熊本県阿蘇郡高森町大字高森2168番地 809676-21111・ FAX 2 1174
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みこしに家内安全や健康を祈願する人々

130段 もの階段を威勢良くかけ上る、大小と子どもみこし3基

」勇
「
をな馬研辞ず

｀
せ 沿道の見物人から歓声が上がる
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森
阿
蘇
神
社
百
Z買し

菱奎ζ′Jヽ
h
ノ

国
民
午
金
、
厚
生
年
金
、
社
会

保
険
に

つ
い
て
の
相
談
を
受
け
ま

す
。
お
気
軽
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

■
と
　
き
　
九
月
二
十
八
日
（水
）

午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で

■
と
こ
ろ
　
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー

三
階
中
会
議
室

法
　
律

（無
料
）

本
町
出
身
の
弁
護
士
、
津
留
清

さ
ん
に
よ
る
無
料
法
律
相
談
が
行

わ
れ
ま
す
。
■
九
月
十
日

（土
）

午
後
１
時
か
ら
３
時
ま
で

■
高
森
町
中
央
公
民
館

（昭
和
）

同
神
社
の
夏
祭
り
は
鍵
盤
龍
命

が
九
州
を
平
定
し
て
阿
蘇
の
地
を

風
雪
の
害
か
ら
防
ご
う
と
天
仲
地

祗
を
杷

っ
て
穀
菜
の
豊
穣
を
祈
願

し
た
の
が
始
ま
り
と
言
わ
れ
、
毎

年
七
月
二
十
日
に
開
催
さ
れ
て
い

ま
す
。
今
年
も

「お
ろ
し
」
と

「う

け
」
と
呼
ば
れ
る
御
唄
に
合
わ
せ

て
、
み
こ
し
や
御
神
馬
が
練
り
歩

き
、
そ
し
て

「飾
り
馬
飛
ば
せ
」

も
あ
り
ま
し
た
。

日

子

・
寡

婦

生
活
面
や
い
ろ
い
ろ
な
悩
み
ご

と
の
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
と
　
き
　
九
月
二
十
七
日
（火
）

九
時
半
か
ら
十
二
時

■
と
こ
ろ
　
役
場
第
二
会
議
室

■
相
談
員
　
県
の
母
子
相
談
員

８
０
９
６
　
３
８
５
　
３
３
０
０

電
話
で
曜
日
毎
に
色
々
な
健
康

の
話
し
を
お
伝
え
し
て
い
ま
す
。

（月
）
ア
ト
ビ
ー
性
皮
膚
炎

（火
）

中
耳
炎

（水
）
給
食
自
己
負
担
額

（木
）
入
れ
歯

（金
）
Ｃ
型
肝
炎

（土

ｏ
日
）
望
ま
ぬ
妊
娠

国
際

理
解
教
育

高
森
中
と
同
校
保
護
者
会
で
は

国
際
的
な
視
野
と
認
識
を
得
る
事

を
目
的
と
し
て
講
演
会
を
行

っ
て

い
ま
す
。
次
の
と
お
リ
ミ
ヤ
ン
マ

ー
の
講
師
を
招
い
て
講
演
が
あ
り

ま
す
。
学
校
生
徒
や
保
護
者
は
も

ち
ろ
ん
、
広
く

一
般
の
方
々
も
ぜ

ひ
お
聞
き
く
だ
さ
い
。

■
と
　
き
　
九
月
十
二
日

（月
）

午
後
二
時
か
ら
四
時
ま
で

■
と
こ
ろ
　
高
森
中
体
育
館

■
講
　
師
　
マ
ン
グ

・
マ
ン
グ

ル
ウ
イ
ン
氏
（
ミ
ヤ
ン
マ
ー
出
身
、

名
古
屋
大

・
熊
本
学
園
大
教
授
）

チャレンジサイクリング熊本県大会案内

〃S髪:る1妬屁ヨο

痴蘇鱈|ヂャレ ジ

9
月
11

日

10月 20日 の日曜 日阿蘇郡一体をコース

にしてチャレンジサイクリング県大会が

開催されます。本町にはロー ドの部が阿

蘇山を下りてきて、上色見を通 り抜けて

一の宮の阿蘇神社にゴールします。また、

MTBの 部が一の官から日の尾峠、鍋の
平を通って休暇村で昼食 し、午後から箱

石峠を通って阿蘇神社にゴールします。

多くの大会参加と声援をお願いします。

■期日 10月 2日 (日 )(小雨決行 )
■受付 阿蘇神社前の駐車場 7時から
■コース  〔ロー ドの部〕阿蘇神社→草
千里→自水温泉→南阿蘇国民体暇村→箱

石峠→阿蘇神社  〔MTBの 部〕阿蘇神
社→ 日の尾峠→南阿蘇国民休暇村→箱石

峠→阿蘇神社 (詳細は大会事務局へ )

■参加資格 自己の責任において時間内
(午後 3時まで)に完走できる人。
■参加料や申し込みと問い合わせは

熊本県サイクリング協会 8096-353-
3265ま でどうぞ。

阿蘇・健康と福祉の集い
健康に関する様々な情報提供や相談を

お受けします。いろいろな展示、抽選会

や楽しいア トラクションもあります。お

誘い合わせの上、多数参加ください。

■期日 9月 24日 (土)午前10時から
■場所 産山中学校体育館 (産山村役場
近く)

■事務局 阿蘇保健所
0967-32-0535

10

「夏
祭
り
」
と
聞
く
と
、
ミ
ン
ミ
ン
ゼ
ミ
の
せ
わ

太
鼓
や
笛

の
音
が
混
じ
る
、
夏
ら
し

い
署

い
口

高
森
夏
祭
り
一

ノー

4
ま
た
普
段
は
遠
く
に
居
る
兄
弟
や
親
戚
が
帰
省

の
再
会
を
喜
び
合
う
、
温
か
い
情
景
も
思
い
起
■

も
夏
の
風
情
を
楽
し
め
る
行
事
で
す
ね
年．

高
森
に
は
春
か
ら
夏
、
秋
に
か
け
て
各
地
区
で
神
社
な
ど
の
祭
り

が
た
く
さ
ん
開
催
さ
れ
ま
す
。
そ
の
地
区
ご
と
に

「
い
わ
れ
」
や

「か

た
ち
」
に
違
い
が
あ
る
こ
と
も
素
晴
ら
し
い
こ
と
で
す
し
、
延
々
と

伝
え
育
ま
れ
た
偉
大
な
文
化
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

乙フ

500万円以上

●   ●

●   ●

／

８
Ⅳ〆
草
部
吉
見
神
社
夏
祭
り

ま

鳴
き
声
に

す
。

し
ぶ
り

い
か
に

鰤藤
落

下
り
宮
で
有
名
な
同
神
社
は
神

武
天
皇
の
第

一
皇
子
口
子
八
井
の

命
が
杷
ら
れ
て
お
り
、
樹
齢
七
百

年
に
も
及
ぶ
杉
の
大
本
が
立
ち
並

ぶ
森
厳
豊
か
な
神
社
で
す
。
同
神

社
の
夏
祭
り
は
、
毎
年
七
月
二
十

一
日
に
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
午
前

中
に
神
事
、午
後
か
ら
大
小
二
基
、

子
ど
も

一
基
の
計
三
基
の
み
こ
し

が

「浜
床
」
ま
で
練
り
歩
き
、
神

楽
の
披
露
も
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、

大
勢
の
ア
マ
チ

ュ
ア
カ
メ
ラ

マ
ン

の

「放
列
」
や
、
こ
の
日
に
合
わ

せ
て
、
熊
本
市
内
在
住
の

「車
部

会
」
の
方
々
も
帰

っ
て
こ
ら
れ
、

旧
交
を
温
め
る
光
景
も
見
ら
れ
ま

し
た
。

９

月

‐５

日

９

月

１８

日

９

月

２３

日

９

月

２５

日

１０

月

２

日

１０

月

９

日

月

崎

医

院

都

二

〇

〇

３

７

８

，
１

一

み
な
み

10
日

8寺8立奮中8東富平雷馬8藤8

9野9村9F9田 9偏9本93.

l病 :医 8医 :医 2型 3医 :う|
11院 3院 9院 6院 6院 0院 0ク

合により変更になる場合がありますの

ビスでお確かめください.   (2

(15)

境内には氏子 (婦人クラブ)に よる地域お

こしの意味を目的 とした焼 きそば、かき氷

などの出店 もあ り、子供たちも大喜び。神

楽などもあ リー 日中賑わいました。

(2)

興 i多療は′|¬ li
嘔禾 9口寺んヽら

′
11

後S時 まで
く、テレホン

ー 2222)

年

ヘ
コ区

２４
時
間
モ
シ
モ
シ
健
康
情
報

講

　

演

　

会

入 本L 結 果
ll      ‐11:     71 11   事 金額 (円 ) 請負業者名

小村 1地区農地等災害復旧工事 8 19^1028 5180.900 佐藤建設

公営住宅旭A団地建替工事

(木 2-1種 A棟 ) 728ヽ 7 1.25 22,248,000 1有 1安方 Ti務店

′' (木 2-1種 B棟 ) 22,196,500 1有 1藤本上務店

(木 2-1種 E― C棟 ) 22,454,000 |ヽ ||||:務店

(木 2-2種 E― D棟 ) 21,939,00() 1有 |||ぃ
|「

11務店

(本平-2種M― E棟 ) 19,982,00() 1有 1津留仁建

耀外電気・給排水設備工事 7・ 28～ 10・ 20 16,686,000 1伸九電 li南阿蘇

浄化槽設備工事 21.630,000 1仲藤本組

高森束小学校校舎新築主体工事 8.3～ 7.2.20 285,825,000 1伸二津野建設

体台ftl新築 |:体 1,F 183.619,000 1株佐藤 I:務嗜

校合・体育館電気設備11事 54.796,000 株ミヤデン

1争化‐榊設備 1:」千 813～ 10.20 9.991.000 仲九電工南阿蘇

校舎・体育館機械|☆備 |●ト 34,247.500 熊本設備1神

７

幣
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県
で
は
建
設
技
術
者
の
育
成
を

目
的
と
し
て
平
成
七
年
度
の
隊
員

を
次
の
と
お
り

一
次
募
集
し
ま
す
。

■
応
募
資
格
　
県
内
在
住
又
は
県

内
在
住
予
定
の
十
八
歳
以
上
二
十

五
歳
未
満
の
高
校
卒
業
程
度
の
学

力
を
有
す
る
者

（男
女
）

■
募
集
定
員
　
三
十
五
名
程
度

■
募
集
期
間
　
九
月
十
九
日
か
ら

三
十
日
ま
で

■
試
験
期
日
　
十
月
十
三
日
（木
）

■
試
験
場
所
　
県
建
設
技
術
セ
ン

タ
ー

（下
益
城
郡
城
南
町
舞
原
）

■
試
験
科
目
　
数
学
、
国
語
、
作

文
の
学
科
試
験
と
面
接
試
験

■
願
書
　
問
い
合
わ
せ
と
申
し
込

み
は
、
下
益
城
郡
城
南
町
沈
目

一

六
六
七
　
県
産
業
開
発
青
年
隊
訓

練
所
困
０
９
６
４

・
２
８

・
６
６

１
１
ま
で
ど
う
ぞ

国
政
、
地
方
行
政
、
行
財
政
改

革
な
ど
に
関
す
る
自
由
か

つ
建
設

的
な
意
見
を
お
送
り
く
だ
さ
い
。

■
フ
ア
ツ
ク
ス
番
号

０

３

・

３

５

８

１

・

６

９

８

７

（自
治
省
官
房
広
報
室
で
受
信
）

平
成
二
年
の
商
法
改
正
に
よ
り
、

株
式
会
社
の
資
本
金
は

一
千
万
円

以
上
、
有
限
会
社
の
資
本
金
は
三

百
万
円
以
上
で
あ
る
こ
と
が
義
務

づ
け
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
変
更
登

記
は
平
成
八
年
二
月
二
十

一
日
ま

で
に
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
期
限
が
迫
る
前
に
余
裕
を
も

つ
て
早
め
に
登
記
さ
れ
る
よ
う
に

お
勧
め
し
ま
す
。
な
お
、
増
資
の

登
記
ま
た
は
株
式
会
社
か
ら
有
限

会
社

へ
と
い
っ
た
よ
う
に
、
他
の

種
類
の
会
社
に
組
織
変
更
す
る
場

合
な
ど
、
登
記
を
し
な
け
れ
ば
、

会
社
は
解
散
し
た
も
の
と
み
な
さ

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

は
熊
本
地
方
法
務
局
高
森

に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

０
１
７
４

交
通
事
故
対
策
セ
ン
タ
ー
で
は
、

交
通
遺
児
等

へ
の
育
成
資
金
の
貸

付
け
を
行

っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は

自
動
車
事
故
が
原
因
で
死
亡
し
た

方
、
ま
た
は
重
度
の
後
遺
障
害
が

残

っ
た
方
の
子
弟
で
、
０
歳
か
ら

中
学
生
ま
で
を
対
象
に
無
利
子
で

貸
し
付
け
す
る
制
度
で
す
。

ま
た
、
自
動
車
事
故
に
よ
る
重

度
の
後
遺
障
害
者
の
方
に
は
介
護

料
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
支
給
条
件

は
頭
部
ま
た
は
脊
髄
に
損
傷
を
受

け
寝
た
き
り
と
な
り
、
常
時
介
護

を
必
要
と
す
る
状
態
に
あ
る
こ
と

で
す
。
こ
の
二
つ
の
制
度
の
詳
し

い
事
は
８
０
９
６

・
３
２
２

・
５

２
２
９
ま
で
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

二
百
五
十

ｃｃ
以
下
の
バ
イ
ク
に

は
車
検
制
度
が
無
い
事
も
あ

つ
て
、

白
賠
責
保
険
の
継
続
契
約
を

つ
い

忘
れ
が
ち
で
す
。
小
さ
な
バ
イ
ク

だ
か
ら
と
い
つ
て
「油
断
は
禁
物
」

バ
イ
ク
が
起
こ
す
人
身
事
故
も
大

変
多
く
な

っ
て
い
ま
す
。
無
保
険

で
死
傷
事
故
で
も
起
こ
し
た
ら
、

そ
れ
こ
そ
大
変
で
す
。
ま
た
、
自

賠
責
保
険

へ
の
加
入
は
法
律
で
義

務
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
違
反
者
は

六
ヵ
月
以
下
の
懲
役
、
ま
た
は
五

万
円
以
下
の
罰
金
、
さ
ら
に
違
反

点
数
六
点
と
な
り
、
免
許
停
止
処

分
と
な
り
ま
す
。
今
す
ぐ
期
限
を

確
認
し
て
、
契
約
切
れ
に
な

っ
て

い
た
ら
、
保
険
会
社
や
バ
イ
ク
店
、

農
協
な
ど
で
加
入
し
て
下
さ
い
。

趾
〆
風
　
鎮

祭

′
″

風
鎮
祭
は
そ
の
名
の
と
お
り
、
台

風
シ
ー
ズ
ン
の
三
百
十
日
か
ら
二
百

二
十
日
を
前
に
風
の
害
か
ら
農
作
物

を
守
り
、
豊
作
を
祈
願
す
る
祭
り
で

あ
り
、
「肥
後
の
三
バ
カ
騒
ぎ
」
や
造

り
物
を
引
き
回
す

「山
引
き
」
と
も

呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
「
に
わ
か
」
や
仮

装
行
列
、
花
火
大
会
、
近
年
は
町
民

総
踊
り
も
行
わ
れ
、
１７
、
１８
日
は
町

内
外
か
ら
た
く
さ
ん
の
人
が
訪
れ
て

賑
わ

っ
て
い
ま
し
た
。
１８
日
午
後
７

時
か
ら
は
今
年
の
年
番
旭
向
上
会
か

ら
上
町
向
上
会

へ
の
引
継
の
儀
式
（節

刀
渡
し
）
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

8出  れ
2張 詳 ま
・ 所 細 す

●

●   ●

●

祭りのよびもの。造り物コンクールで16基の出品

の中から特賞となった旭通中組 (2.4.8.9.13.
14.16.19組)の 「シャンンャン馬」 大皿や盆ちよ
うちん、ロープ、長靴などを巧みに組み合わせてあ

り、たくましい黒馬の姿が目をひいていました。

造り物は他の町にもあるが、この祭りでは材料を

切ったり穴を開けたりせずに、解体した後に元のと

おりに使えるようにしなければならないのが大原則

「 風 鎮 太 鼓 」 アメリカや中華民国
での海外

公演も多数行ってきた。

一ヽ′―|‐ ヽ

イ ベ ン トの お知 らせ

κ♂也多)`～ん|ダる感容1%7 夕まガ1～だ〃する`#1本 リビ

祭りに花を添えた、上色見のファーマーフォーエバー (農夫よ永遠なれ)

のバンド (写真左)と 野尻のロアリングサウンズの各バンド演奏

今年は学校、保育園、会社、婦人会、病院、警察、金融機関、農協などの

29団体から約千人が総踊りに参加。バンド手作 りの「風鎮サンバ」「阿蘇の

恋歌サンバ」の生演奏や「高森音頭」に合わせて元気に踊り回りました。

10月 7日 (金)か ら9日 (日 )ま で
第 2回  地域伝統芸能全国フェスティバル
☆熊本県立劇場

中国、韓国や全国の有名な伝統芸能と楽 しい

祭りが熊本にやってきます。九州、沖縄の観光

と物産展 も開催。居ながらに各地の物産と観光

が楽しめます。

九州。沖縄むらおこし物産展・火の国物産フェアー

☆ JT熊本工場 (県立劇場のななめ前 )
九州内の うまいもの、物産品、みやげ物が大集

合 10月 8日 は午後 4時から熊本市下通 リー帯
で、伝統芸能にぎやかパレー ドも開催されます。

詳しいことは事務局 069-381-8510
まで

11月 2 Fl(水 )か ら6日 (日 )ま で
「食」を通 じた環境 。文化・ヒトの

ふれあいがテーマのイベン ト

県立濠1腸オ (11月 2日 から4日 )‐ではふるさと

の食の歴史と今にふれて、自然の恵みの豊かさ

が体験できます。

県の農業公園 (11月 5日 から6日 )では食文
化の実体験から、自然とヒト、家族や仲間の楽

しい交流をつくります。

熊本市総合女性センター (11月 2日 から 6日 )

では、熊本の食文化を暮 らしに活かすアイデア

を提案し、未来の食生活につなげます。

詳しいことは事務局 096-387-6171
まで

今年のにわかコンクールで見事大会 6連覇を
飾った上町向上会のにわか。題は「渇水対策」
で、水不足のためにあっちこっちから水を集

めたところに火事が発生。集めた水を消火に

使おうとするが、団長はだめという。それは

どうしてかと聞 くと「集めた苦労が水の泡で

はないか」 と落 とした。にわかはア ドリブの

面白さを入れなが ら話 しを進め、同音異義語

に引っかけて話 しを決める。 (落 とす )

各向上会 は舞台車 を押 しなが ら、町内を回

る。いわば家の軒先までの「出前方式」

話の面白さと観客と一体となった「掛け合
い」の面白さが同時に味わえる

`|,_1._`._.._._.._.゛ ,._¨ _._______Ⅲ _Ⅲ _.,゛ ,._11,_、 1,_.||,

(14)
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9/16日 09/26日同 10/5日困 10/17日編)時間9時～15時役場の 支払 日

祭りの「牽引車」各向上会の会長が勢揃い。

(3)

自
治
大
臣

ヘ

ッ

カ
ノ
ス

送

っ
て
く
だ
さ
い

あ‐‐‐な
た
０
会
社
‐ま‐‐‐議
一
資
本
金

需
度
に
適
合
し
て
い
ま
す
か
？

交
通
遺
児
等
育
成
資
金
貸
付

制
度

・
介
護
料
支
給
制
度

バ
イ
ク
の
自
賠
轟風
保
険
期
限
は

大
文
夫
つ
・　
切
れ乙フ



口多自
'10
阿蘇郡同和教育研究大会

人の心の痛みを知る

」L“L

=ノ
=Eニ

,3」

の
な
い
明
0
い
町

⑥O①①⑤◎④③
草 部 保 育 園

題 「恐竜チラた助ルス」 題「わ  I 」

同
和
問
題
の
完
全
解
決
を
め
ざ

す
同
和
教
育
を
推
進
す
る
た
め
に

は
、
同
和
問
題
に
対
す
る
正
し
い

知
識
と
認
識
を
は
か
り
、
実
践
活

動
を
積
極
的
に
推
進
す
る
こ
と
が

必
要
で
す
。

そ
の
た
め
、
阿
蘇
郡
同
和
教
育

の
充
実
、
推
進
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
八
月
七
日
に
高
森
中

学
校
体
育
館
を
主
会
場
と
し
て
、

各
専
門
部
会
や
各
ブ

ロ
ッ
ク
、
郡

内
の
小
、
中
、
高
校
や
幼
稚
園
、

保
育
園
の
先
生
、
役
場
職
員
や
住

民
な
ど
約
千
五
百
人
の
参
加
者
を

集
め
て
、
郡
同
和
教
育
研
究
大
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。●

ん六
ヽ

こ
子
・梨
ま吉
本
た
多一本

主
会
場
の
高
森
中
学
校
体
育
館

で
の
開
会
式
の
後
、
就
学
前
同
和

教
育
、
学
校
同
和
教
育
、
社
会
同

和
教
育
、
部
落
開
放
部
会
の
四
部

会
、
七
会
場
に
分
か
れ
、
各
部
会

の
テ
ー

マ
に
よ
り
、
事
例
発
表
や

質
疑
、
討
議
な
ど
が
あ
り
差
別
の

根
絶
を
め
ざ
し
た
真
剣
な
取
り
組

み
の
研
究
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

高
森
中
体
育
館
で
の
社
会
教
育

部
会
の
ま
と
め
の
要
旨
は
、
「差
別

は
他
人
ご
と
で
は
な
く
自
分
自
身

の
問
題
と
し
て
、
ま
た
受
け
身
で

は
な
く
能
動
的
に
取
り
組
む
必
要

が
あ
る
。
差
別
は
人
が
作
り
出
す

も
の
で
あ
る
の
で
、
社
会
の
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
、
絶
対
に
差
別
を
な

く
す
と
い
う
意
気
込
み
を
持
ち
、

地
域
や
家
庭
の
中
で
真
剣
に
取
り

組
め
ば
差
別
を
な
く
す
こ
と
が
で

き
る
。
今
回
の
大
会
は
問
題
提
起

で
あ
る
。
今
後
も
努
力
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
こ

と
で
あ
り
ま
し
た
。
私
た
ち
は
人

の
痛
み
や
悩
み
を
知
り
、
助
け
合

い
の
精
神
で
、

一
人
ひ
と
り
が
自

ら
の
課
題
と
し
て
理
解
し
、
行
動

し
て
、
差
別
を

一
時
も
早
く
根
絶

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

●

●   ●

年長組

遠山 彰 太 くん

年長組

講評 担任 三森先生から
牛乳パックを使つて自由制作をしました。ワニの長い顔、ギ
ザギザのするどい歯やピンクの舌など、□の中の様子がとても
じょうず|こできてい意す。
【わたしのすきなもの】「食べるもの|ま「うどん」遊びでは「な
わとび」が好き。運動は何でも好きです。」と話して<れ志した。

講
演
す
る
山
中
多
美
男
氏

「同
和
教
育
を
み
ん
な
の
も
の
に
」

研
究
大
会
講
演
か
ら

全
体
会
の
中
で
、
大
阪
市
東
淀
川
区
社
会
ネ‐‐‐祉

法
人

「ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
協
会
」
専
務
理

事
の
山
中
多
美
男
氏
を
講
師
に
招
い
て
、
講
演
が

あ
り
ま
し
た
。
講
演
の
要
旨
は
次
の
と
お
り
。

人
権

に
は
生
存

権

、
発
達

権

、
自

決
権

な

ど

七

つ
の
権

利

が
あ

る

が

、
そ

の
中

の
尊

厳

権

の
侵
害

が

同

和

問

題

で
あ

り
、
こ
れ

ら

の
権

利

は
長

期

間
著

し
く
侵

害

さ

れ

て
き

て

い
る
。

差

別
意

識

や
偏

児

は
誰

の
心

に
も
あ

る
。
私

た

ち

は
差

別

の
伝

達

者

に
な

っ
て

は

い
け
な

い
。
差

別
意

識

は
支

配
す

る
者

、
さ

れ

る
者

の
関
係

か
ら
始

ま

り
、
色

々

な
権

利

が
侵
害

さ

れ

、
偏

見
を

生

み
、
差

別

語

が
作

ら
れ

る
と

い
う

パ

タ

ー

ン
と

な

り
、
諸

権

利

の
侵
害

は
当

然

視

さ

れ

、
諸
権

利

の
侵
害

や
偏

兄

は
持
続

し

て
し

ま

う

こ
と

か
ら
、

差

別

が

つ
く

り
出
さ

れ

て
き

た

。

利
害

関

係

の
対
立

や

不
満

、
ス
ト

レ

ス
の
う

っ
積

か

ら

弱

い
者

に
あ

た

る
と

い

う

よ
う

に
、
差

別
を

し
た

く
な

る

環
境

は

み

ん
な

で
取

り
払

わ

な

け

れ

ば

な

ら
な

い
。
ま

た

、
偏

見

や
差

別
を

温
存

助

長

さ

せ

る
関
係

や

人
権

意

識

が
育

た

な

い
背

景

に
は
、
差

別

の
実
態

の
理
解

不
足
や
家

庭

や
社
会

で

の
差

別
意

識

の
注

入
が
続

き

、
差

別

は
罪

悪

と

い

う
意

識

が
な

い
か
ら

で
あ

る
。

こ
れ

か
ら

の
課
題
は
個
性
を
尊
重

し
あ

い
、

違

い
を

認

め
あ

う

心
を
持

つ
こ
と
が
大

切

で

あ

る
。
そ

し

て
、
人

の
痛

み

に
心
を

馳

せ

る

牲

か
な

感

性

を

も

つ
て
、
共

に
高

ま

り
合

わ

な

け
れ

ば

な

ら
な

い
。

（阿
蘇
御
神
火
会
）

一
件
落
着
　
今
日
も
判
事
が
時
の
人

と
て
も
え
え
　
ド
ラ
フ
ト
外
の
拾
い
も
ん

ど
ぎ
や
ん
な

っ
ど
か
　
ど
し
こ
行

っ
て
ん
地
平
線

ど
ぎ
や
ん
な

っ
ど
か
　
又
政
権
な
数
合
わ
せ

と
て
も
え
え
　
妬
も
薬
膳
覚
え
だ
し

色
が
違
う
　
袈
裟
に
も
序
列
の
あ
る
如
る

例
の
た
め
息
　
同
期
の
友
も
欠
け
て
い
き

と
て
も
え
え
　
老
後
の
杖
も
見

つ
け
出
し

一
件
落
着
　
張
り
込
み
休
暇
や

っ
て
く
れ

ど
ぎ
ゃ
ん
な

っ
ど
か
　
気
違
い
雨
が
馬
鹿
Ｈ
照
り

Ｌ
Ｌ

一
　

　

　

　

　

　

一＝
リ

タ

　

　

　

ｔ

．

そ
れ
と
な
く
心
待
ち
す
る
台
風
を

永
留
守
に
徴
も
煙
を
た
て
て
お
り

降
り
初
む
る
大
粒
乾
上
に
吸
わ
れ
消
ゆ

水
不
足
記
録
破
り
の
酷
署
か
な

や
や
涼
し
こ
れ
よ
り
阿
蘇
路
別
の
風

そ
よ
風
に
流
る
る
光
り
蜘
蛛
の
帯

沢
の
辺
に
し
ば
し
座
す
る
や
涼
求
む

届
か
ざ
る
高
嶺
の
百
合
ほ
ど
美
し
く

人
権
学
習
推
進
の
町

（河
原
す
す
き
野
句
会
）

岡
本
　
琴
司

馬
原
　
馬
笑

林
　
　
不
忘

田
上
黙
公
子

林
田
　

一
声

松
野
　
笑
声

熊
川
　
豊
泉

掘
田
　
蘇
仙

浦
塚
　
南
天

渡
辺
　
雲
海

森
　
　
正
六

後
藤
や
よ
い

森
　
　
政
隆

本
田
　
初
雄

後
藤
　
法
龍

阿
部
タ
ツ
エ

本
田
　
訓
子

後
藤
　
　
」風
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肥

後

狂

句

1講評 担任 三森先生から         |
|  しょうたくんの大好きな恐竜を粘土で作りました。長い首やシッポ、そ |
| して
'マ

ゴがじようず|こできました。とつても強そうでしょう。     |
|【ぼくのすきなもの】「遊びでは「がくれんぼ」が大好き。食べ物はリンゴ |

|[Fレ
ーライスが大好きです。でも、何でも食べます。」と話してくれまし

 |



水
船
の
ひ
と
り
言

高
森
天
神

後
藤

　

一
人

私
た
ち
の
生
活
１１
、

一
日
も
水

の
恩
恵
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
ぅ

安
心
し
て
生
活
が
で
き
る
の
は
、

高
森
峠
を
分
水
嶺
と
し
て
東
は
日

向
洋
、
西
は
有
明
海
に
流
れ
、
こ

の
水
源
か
ら
湧
き
出
る
水
の
お
か

げ
で
あ
る
。
一
――
か
ら
旧
高
森
町
内

の
隣
組
に
二
筒
所
位
ず

つ
水
船
が

あ

つ
て
、
夏
に
は
気
持
ち
よ
く
ス

イ
カ
が
泳
い
で
い
た
。

こ
の
水
場
は
早
朝
の

「お
早
う

ご
ざ
い
ま
す
」
か
ら
始
ま
り
、
「今

朝
は
冷
え
ま
す
な
ぁ
―
」
「暑
う
な

り
ま
し
た
」
「よ
か
―
天
気
で
す
な

あ
―
」
と
言
う
よ
う
に
隣
の
子
ど

も
の
元
気
の
良
さ
や
風
邪
引
き
で

寝
て
い
る
こ
と
も
、
初
物
の
や
り

と
り
ま
で
、
す
べ
て
こ
の
水
船
場

で
手
に
取
る
よ
う
に
分
か

つ
て
い

た
。　
つ
ま
り
、
今
日
の
情
報
局
で

あ
る
井
戸
端
会
議
は
文
化
の
発
祥

地
と
も
な

っ
た
。

終
戦
後
世
の
中
は
急
激
に
変
わ

補

正

予

算

一　
般
　
会
　
計

衛
生
費
に
二
千
五
百
十

九
万

一
千
円
を
増
額

平
成
六
年
度

一
般
会
計
歳
入
歳

出
予
算
の
総
額
に
、
歳
入
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
二
千
五
百
十
九
万

一
千
円

を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総

額
を
五
十
四
億
八
千
三
百
六
十
万

三
千
円
と
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
南

部
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
最
終
処
分

場
の
整
備
負
担
金
と
し
て
支
出
さ

れ
る
も
の
で
す
。

り
、
Ｌ
水
道
の
完
備
で
台
所
も
浴

―――
も
白
山
に
蛇
口

一
つ
ひ
ね
れ
ば
、

魔
法
の
如
く
水
も
出
れ
ば
湯
も
出

る
ご
時
世
と
な
り
、
わ
た
く
し
、

水
船
の
存
在
も
忘
れ
ら
れ
人
間
同

志
の
交
際
も
自
然
と
遠
く
な

っ
た

気
が
す
る
。

日
本
列
島
改
造
論
の
声
と
共
に

北
海
道
か
ら
鹿
児
島
ま
で
、

一
本

の
舗
装
道
路
に
乗

っ
て
文
明
の
利

器
自
動
車
が
、
わ
た
し
の
前
を
我

が
も
の
顔
で
頻
繁
に
走
り
抜
け
て

い
く
，
危
な
い
あ
ぶ
な
い
。

私
は
思
う
．
時
代
時
代
を
世
の

た
め
人
の
た
め
に
お
役
に
立

っ
て

き
た
こ
の
水
船
様
。
老
骨
で
は
あ

る
が
、
今

一
度
昔
の
姿
に
戻

っ
て

古
里
の
人
、

旅

の
人
と
の
・ユ．父

際
が
欲
し
い
と
。

躙 li量呻

一
般
会
計
補
正
予
算
、
東
小
工
事

請
負
契
約
締
結
など
五
議
案
を
可
決

議 会 だ よ り

建設業からの暴力団排除に関する

高森町と高森警察署の申し合わせ
本町では町発注の工事から暴力団関係者等を排除し、建設工事の適正な履

行と確保を図るため |こ、次のとおり高森警察署と申し合わせを行いました。

水

“
‘
ｒ
と
，
ｔ

平
成
六
年
第
二
回
町
議
会
臨
時
会
が
八
月
二
日
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
臨
時
会
で
は
、
平
成
六
年
度

一
般
会
計
補

正
予
算
と
し
て
、
二
千
五
百
十
九
万

一
千
円
を
追
加

し
た
ほ
か
、
高
森
東
小
学
校
関
係
の
工
事
請
負
契
約

の
締
結
な
ど
に
つ
い
て
五
議
案
を
原
案
ど
お
り
可
決

し
ま
し
た
。

工
事
請
負
契
約
の
締
結

東
小
の
校
舎
新
築
主
体
工
事
と

体
育
館
新
築
主
体
工
事
及
び
、
同

校
校
舎

・
体
育
館
電
気
設
備
工
事

の
請
負
契
約
に
つ
い
て
原
案
ど
お

り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

高
森
東
小
学
校
校
舎
新
築
（主
体
）

工
事
　
指
名
競
争
入
札

金
額
二
億
八
千
五
百
八
十
二
万
五

千
円
熊
本
市
健
軍
本
町
二
十
三
番
五
号

閉
三
津
野
建
設
　
西
尾
剛
人

高
森
東
小
学
校
体
育
館
新
築

（主

体
）
工
事
　
指
名
競
争
入
札

金
額

一
億
八
千
三
百
六
十
四
万
九

千
円
阿
蘇
郡
阿
蘇
町
竹
原
四
三
七
番
地

Ⅲ
佐
藤
工
務
店
　
佐
藤
シ
ゲ
子

高
森
東
小
学
校
校
舎
　
体
育
館
電

気
設
備
工
事
　
指
名
競
争
入
札

金
額
五
千
四
百
七
十
九
万
六
千
円

熊
本
市
琴
平
本
町

一
二
番

一
四
号

Ⅲ
ミ
ヤ
デ

ン
　
官
野
健

一
ｈ
Ｌ
ｒＬπ

専
決
処
分
事
項
の
承
認
を
求
め

る
こ
と
に
つ
い
て
、
熊
本
県
町
村

職
員
退
職
手
当
組
合
規
約
の

一
部

変
更
に
つ
い
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

(12)
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山下・ヤワラちゃんにつづけ〃 イ書ワiンデ:イjア
「ご苦労様です」

8月 3日 の早朝から、高森町建設業組合 (石原哲也

会長、会員18社)の皆さんが各社から3名 ずつ、町内
全地区に分かれて、町道の草刈、清掃奉仕活動をされ

ました。 1司組合は毎年この奉仕活動をされてお り、手

慣れた作業で町道が見る間にきれいになりました。

南
阿
蘇
少
年
柔
道
ク
ラ
ブ
で
は
、
た
だ
今

小
学
生
男
女
を
対
象
と
し
た
練
習
生
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

練
習
は
火

・
木

・
土
曜
日
の
週
三
同
で
時

間
は
午
後
六
時
三
十
分
か
ら
、
高
森
中
体
育

館
の
三
階
武
道
場
で
行

っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
月
と
木
曜
日
は
午
後
七
時
か
ら
久

木
野
の
井
出
口
公
民
館
で
も
練
習
を
し
て
い

ま
す
。
詳
し
い
お
問
い
合
わ
せ
と
中
し
込
み

は
高
森
上
町
の
三
井
清
さ
ん

（
８
２

・
３
１

１
３
）
か
久
木
野
村
の
工
藤
保
雄
さ
ん

（
富

７

・
０
７
８
２
）
ま
で
ど
う
ぞ
。

爪一ワ一ら一』一獅一剛目一阻目一嶼一＝一腋一堕一蒙一中（自一〕
（八
月

男
子
低
学
年
）
と
三
井
真
治

君
（中
学
校
男
子
）
が
ベ
ス

ト
８
入
り
し
ま
し
た
。

は た 戦 参 人 43子 か 学 剣
青
少
年
育
成
を
目
的
と
し
た
、
第
十

一
回
町
少
年

道
招
待
錬
成
大
会
が
八
月
二
十
八
日
に
高
森
中

校
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
大
会
に
は
遠
く
は
延
岡

ら
を
は
じ
め
県
内
各
地
か
ら
小
学
校
男
子
４０
、
女

１９
団
体
、
中
学
校
男
子

、
女
子
３０
団
体
と
各
個

戦
な
ど
に
７
０
０
人
が

加
。
い
ず
れ
劣
ら
ぬ
熱

が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し

。
大
会
結
果
は
高
森
で

、
山
田

一
貴
君
（小
学
校

高森中高の陸上部を指導
マラソンで有名な有森裕子さんをはじめ、 リクルー
ト、ニコニコ堂陸上部は毎年高森で強化合宿を行って
います。今年も7月 28日 から31日 まで合宿を行いまし
た。 7月 28日 には町陸上競技協会の依頼で、高森中高

生を対象に陸上競技につい

ての色々な講話をしました。

有森さんや小出、岡田両監

督から、「このすはらしい自

然環境を生かして、 日標と
夢を持ち、一歩一歩近づくよ

うな練習をして欲しい」との

話しがあり、子どもたちは熱
心に聞き入っていました。

高
森
警
察
署
長
と

の
申
合
わ

せ

（要
点

の
み
抜
粋
）

排
除
措
置
の
対
象
者
は
…

‐１，
　
建
設
業
の
許

‐‐Ｉ
を
受
け
て
い
る
者

（法

人
の
場
合
は
、
法
人
の
非
常
勤
役
員
を
含
む

役
員
並
び
に
支
配
人
及
び
営
業
所
の
代
表
者
．

個
人
の
場
合
は
、
そ
の
者
並
び
に
支
配
人
及

び
営
業
者
の
代
表
者
）
が
暴
力
団
構
成
員
で

あ
る
場
合
。

口
　
建
設
工
事
人
札
参
加
資
格
者
名
簿
に
記

載
さ
れ
た
建
設
業
者
の
う
ち
、
高
森
町
工
事

等
請
負

・
委
託
契
約
に
係
る
指
名
停
止
等
の

措
置
要
領
第
２
条
別
表
２
の
８
に
該
当
す
る

業
者
で
あ
る
場
合
。

こ
の
排
除
対
象
者
と
認
め
ら
れ
る
者
を
把

握
し
た
場
合
は
、
町
は
高
森
警
察
署
長
に
照

会
し
て
署
長
か
ら
の
回
答
及
び
必
要
に
応
じ

て
協
議
打
ち
合
わ
せ
を
行
い
、
緊
密
な
連
携

を
図
る
こ
と
と
す
る
。

排
　
除
　
措
　
置

‐

町
は
警
察
署
長
か
ら
の
回
答
に
よ
り
、
暴

力
団
関
係
者
、
暴
力
団
利
用
者
で
あ
る
こ
と

が
明
ら
か
に
な

っ
た
場
合
は
、
「高
森
町
工
事

等
請
負

・
委
託
契
約
に
係
る
指
名
停
止
等
の

措
置
要
領
」
に
基
づ
き
、
指
名
停
止
を
行
う

も
の
と
す
る
。

排
除
措
置
時
及
び
措
置
後
に
、
特
に
ト
ラ

ブ
ル
が
予
想
さ
れ
る
場
合
は
警
察
署
長
は
警

察
官
の
出
動
等
や
異
議
申
し
立
て
等
の
紛
争

が
生
じ
た
場
合
は
、
情
報
の
提
供
を
含
む
可

能
な
限
り
の
協
力
を
行
う
も
の
と
す
る
。

十

八
日

(5)

第3回 町議会臨時会
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みんなで考え

支えよう

9月 15日は敬老の日
お年寄りを大切|こしましょう

区で敬老徒を固催 高齢社会

県教育委員会発行

「子育てQ&A」 から抜粋

今
年
も
敬
老
会
の
季
節
と
な
り

ま
し
た
。
本
町
で
も
九
月
十
五
日

の
前
後
に
各
地
区
で
敬
老
会
を
行

い
、
お
年
寄
り
の
益
々
の
ご
長
寿

を
お
祈
り
し
ま
す
。
今
年
は
七
十

四
歳
が
百
四
名
、
七
十
五
歳
以
上

が
五
百
八
十
七
名
、
八
―
八
歳
以

上
が
七
十
八
名
の
七
百
六
十
九
名

と
金
婚

（結
婚
五
十
年
以
上
）
十

九
組
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚

（結
婚

六
十
年
以
上
）
三
組
の
ご
夫
婦
合

わ
せ
て
八
百
十

．
名
を
お
祝

い
し

ま
す
。
（詳
報
は
次
号
で
紹
介
）

ま
た
、
町
で
は
長
期
の
老
人
福

祉
対
策
を
策
定
し
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
六
十
五
歳
以
上
の
高
齢
者
が

平
成
四
年
十
月
現
在
で

一
六

一
三

人

（人
口
比
三
〇

・
六
％
）
に
対

し
て
、
平
成
十
二
年
に
は
二
十
八

・
六
％
に
も
達
す
る
こ
と
が
予
測

さ
れ
る
た
め
、
地
域
に
お
け
る
総

合
的
な
ケ
ア
ー

（介
護
）
シ
ス
テ

ム
と
保
健
、
福
祉
、
医
療
が

一
体

と
な

っ
た
在
宅
ケ
ア
ー
の
充
実
、

寝
た
き
り
老
人
を
な
く
す
取
り
組

み
な
ど
を
進
め
る
こ
と
を
目
的
に

し
た
も
の
で
す
。
こ
の
計
画
に
つ

い
て
は
、
町
内
の
福
祉
施
設
の
状

況
や
い
ろ
い
ろ
な
取
り
組
み
を
含

め
て
あ
ら
た
め
て
詳
し
く
紹
介
し

ま
す
。

高
森
町
の
年
齢
階
層
別

人
　
口
　
の
　
推
　
移

S55 S60 H2 H′1 H8 H12 H12/H4
人   口 8,806 8,531 8、 069 7,849 7,387 6,967 88.8

0～ 14歳
1,913
(21.7%)

鉤
％

1,589
(19.7%)

1,468
(187%)

1,165
(158%)

955
(13.7%)

65.1

15～ 64歳
5,738
(652%)

４２
％

4,967
(616%)

4,768
(60.70′。)

4,394
(59.5%)

4,021
(577%)

84.3

65歳以上
1,155
(131%)

３０
％

1,513
(188%)

1,613
(206%)

1,828
(24.7%)

1,991
(286%)

123 4

６９
％

781

(9.2%)
902

(11.2%)
985

(12.5%)
1,103
(14.9%)

1,156
(166%)

95 1

462
(5.2%)

521
(6.1%)

bll
(7.6%)

628
(8.0%)

725
(9.8%)

835
(120%)

133.0

●   ●

●   ●

＊
本
町
の
百
歳
以
上
の
方
は
山
村
さ
ん
と
大
字
高
森
・
森
の
楢
木
野
シ
ズ
さ

ん

（十

月

ニ
ト
九

日

で
満

百

二
歳

）
の
お

二
人

で
す

。
お

二
人

と

も

ど

う

ぞ

九
気
で
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

下
町
の
山
村
純
代
さ
ん

い
つ
ま
で
も
、
お
元
気
で

人
字
高
森
、
下
町
の
山
村
純
代
さ
ん

（明
治
二
十
七
年
八
月

一十
二
Ｈ
生
）

が
満
百
歳
を
迎
え
』
れ
る
の
を
お
祝
い
し
て
、
誕
生
日
の
一
十
一
日
に
、
今
村

町
長
が
自
宅
に
う
か
が
っ
て
、
町
か
ら
記
念
品
を
贈
呈
し
ま
し
た
。
山
村
さ
ん

は
、
八
十
八
歳
の
時
に
熊
Ｈ
画
廊
で
イー‐‐‐―
展
も
開
か
れ
る
な
ど
、
絵
画
や
俳
句
な

ど
の
文
化
面
と
町
の
教
育
委
員
、
ま
た
戦
前
の
国
防
婦
人
会
か
』
戦
後
の
婦
人

会

活

動

ま

で
熱

心

に
活

動
さ

れ

る
な

ど

、
多

方

面

で
町

の
発
展

に
貢
献
さ

れ

て
き

て

い
ま

す

。
食

事

は
小
さ

く

切
れ
ば

、
し

っ
か

り
噛

ん

で
何

で
も
食

べ
ら
れ

ま
す

。
い

つ
も

‐
こ

家

族

と
大
好

き
な
箱
根

八
里
な

ど

の
歌

を

元

気

よ
く
歌

わ

れ

る
そ

う

で
す

。

ご
主

人

の
山
村

乙
次
郎
さ

ん
は
昭
和

四
十

二
年

に
他

界
さ

れ

ま

し
た

が

、
曾
孫

（今

年

二
月

に
、
ち

よ
う

ど

百
歳

違

い

の
曾
孫

さ

ん

も
誕
生
さ

れ

て
大
変
喜
ば

れ

ま

し
た
。
）
さ

ん

ま

で

の
四
世
代

九
人

に
日
ま
れ

て
元
気

に
過

ご
さ

れ

て

い
ま

す

。

敬
老
会
日
程

▼
九
月
十
四
日
午
前
十
時
河
原
老
人
憩
い
の
家
▼
十
五
日
午
前
十
時
梅
呑
苑
▼

同
十

一
時
国
民
休
暇
村
▼
十
六
日
午
前
十

一
時
草
北
小
体
育
館
▼
同
日
午
後
二

時
上
色
見
体
育
館
▼
十
七
日
午
前
十
一
時
草
部
基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー
▼
十
八
日

午
前
十

一
時
野
尻
林
業
セ
ン
タ
ー
▼
十
九
日
午
前
十

一
時
色
見
小
体
育
館

h.h * 6* * 4 q 4 **r * # 6 * * * * * * *
お
一

じc″。c。っc

(6)

叩いて子どもが理解できるか者えること

幼児も2・ 3歳になると体が自由に動きだし脳も  もう少し大きな子どもの場合には、物事の善し悪し

発達してきて、真似をし

たり、聞きたがったり、

,せたがったりします。こ

れは発達上大切な事ですが、まだ未熟なために危な

い事や人の迷惑になる事などは全く分か りません。

そこで子どもの年齢相当に必要な大人の適切な指導

(しつけ)が必要になります。そ
の一つの方法に体罰がありますが、

体罰でどうして叱られたのかの意

味が子どもに分かるのかどうかを

考える必要がありますが、この年

齢ではその意味は分からないから

同じ事を繰 り返すものです。

しかし特に危険な事をしたとき

いたずらをしたり、言う事を

かない時はお尻をぶっていま

すが、次にも同じ悪さをします。

良い、悪いが分からないのでし l

ょうか ?しつけの方法を教えて |

などの判断力があるのに

もかかわいず、悪い事を

したときには、「うちの子

に限って」ではなく、現実は現実として見つめなが

ら「どうしてそんな事をしたのか」心に関わる何ら

かの外的や家庭的な悪い問題、変化、異常がありは

しないかをまず考え、家族でより

よい解決策を話し合い、そして本

人と真剣になって話し合い、心を

開かせる必要があります。

ください。

には、体罰の苦痛に耐えさせてでも (親 も痛がる子

どもを見る苦痛に耐えてでも)絶対にしてはならな

い事を自覚させる必要があります。しかしその場合

でも又、それ以外の場合でも、叱り方が過度であっ

たり、体罰を与えすぎると、子どもは抑圧されて素

直でない、反抗心の強い子に育つ事を親は警戒しな

ければなりません。

「ほめるしつけ方」のすすめ

人は誰でも自分のしたことをほ

められると嬉しいものです。する

とまた、やってみようという意欲が起こり、良い事

をしたという満足感が湧き、何にでも積極的になり

ます。これは甘やかしとは違います。このしつけ法

が成功すれは、一rど もの育児の悩みのほとんどが解

消されます。自立心や能力を伸ばしてやるためには、

親はしつけに際して、適当なときに適切なほめ方が

できるように考えてほしいものと思います。

「むし歯の予防法」
むし歯にならないよう

にするためには、ダラダ

ラ食いをやめさせること

ひどいむし歯の子どもたちの多くは間食が多く

食べる時間も不規則で、

テレビや漫画を見ながら、

ひっきりなしにお菓子や

キャラメル、あめ玉をしゃぶっています。

こうした 「ダラダラ食い」は好んでむし歯や歯周

病菌をつくっているようなものです。なぜかと言う

と口の中が常にむし歯になりやす

い状態になるからです。

甘いものを食べると、 1分後に
は国の中で歯を溶かす乳酸が作 り

だされ、中性になるまで約20分 も

かかるのです。その20分間はむし

歯になりやすい状態で、ダラダラ

食いをしていると、その危険な状

に、ブラッンングをすることです。

要があるのは幼児の場合で、母親

子どもの歯が生えてきたことに注

意がいかず、いつのまにか、むし

歯になっていたということがよく

あります。歯のことに限らず、そ

して母親だけの責任ではなく、父

親や家族みんなで、子どもの体と

健康に目を配りましょう。

幼児の生えたての歯は、磨かな

いで 2～ 3ヶ 月も放っておくと必

と同時に毎日まめ

特に注意する必

が育児に追われて

くて困 |子どものむし歯が多

っています。むし歯にならな

いようにするにはどうしたら

いいのでしょうか。教えてく

ださい。

態がそれだけ長くなるのです。そのうえ、いざ肝心

の食事となるとさっばり食べられず、栄養もアンバ

ランスなものになってしまいます。

健康な体とむし歯や歯周病をつくらないためにも、

規則正しい食事と間食をとるように、親や家族全員

が心を配 り、しつけをしてやらなければなりません。

(以 L阿蘇郡歯科医師会啓発、広報記事から抜粋)

ずむし歯になります。どうしても泣き止まないとい

うときに、虫歯が原因だったということはよくあり

ます。「歯が痛い」としゃべれないだけに、こんなか

わいそうなことにならないように気をつけてや りま

しょう。毎「l子 どもの歯の奥まで牡てやることと、

食べたらすぐにブクブクとうがいをさせ、歯ブラシ

でていねいに歯磨きをしてやりましょう。

ダラダラ食いする子には虫歯が多い

0
0

ロ

4,438
(637%)

100.54,304
(48.99′ 6)

4,326
(507‐′6)

4,406
(54.6%)

4,414
(56.2%)

4,488
(60.7%)

(11)
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″す
ど
も
か
，あ
つ

‐ザ

に

あ

ｔ

ヾ

、未
表
なの
た
め
に

家庭教育

鵞

・
子

ど

も

に

家

事

を

チ

伝

わ

せ

て

い

ま

す

か

？

場

児

期

に

は

危

な

っ
か

し

い

も

の

で

す

が

、

や

り

た

が

っ
た

と

き

に

は
、

見

守

り

な

が

ら

や

ら

せ

て

み

ま

し

ょ

う

。
　
こ

れ

が

、

子

供

の

自

主

性

や

主

体

性

や

責

任

感

を

養

う

こ

と

に

な

り

子

供

た

ち

自

分

自

身

の

「
誇

り

」

に

つ
な

が

っ

て

い

く

の

で

す

。

●

本
当
に
子
育

て
は
難
し
い
も
の
で
す
。
最

初
か
ら
育
児
が
わ
か
る
は
ず
は
あ
り
ま
せ
ん
．

子
ど
も
が
生
ま
れ
て
か
』
が
台
児
の
勉
強
の

始
ま
り
で
す
．
手
が
か
か
る
幼
児
期
に
で
も
、

子
ど
も
の
心
を
読
み
な
が
ら
、
一
生
懸
命
に

子
育

て
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
¨
そ
の

＾
生
懸
命
な
組

の
姿
を
見
て
、
親
や
家
庭

の

心
温
か
さ
や
大
切
さ
を
学
び
な
が
ら
育

つ
て

い
き
ま
す
。
家
庭
で
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い

人
間
と
し
て
の
道
徳
観
念
や
日
常
生
活
で
出

来
て
当
た
り
前
な
生
活
の
ル
ー
ル
も
教
え
る

時
期
を
見
て
、
そ
の
都
度

「し

つ
け
」
と
し

て
き
ち
ん
と
家
庭
で
教
え
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
，
こ
れ
を
学
校
教
育
に
押
し

つ

け
て
は

い
け
ま
せ
ん
二
家
庭
内

で

「心
の
教

育
」
や

「し

つ
け
」
が
十
分
に
出
来

て
い
れ

ば
、
学
校
な
ど
で
の

「体
罰
や

い
じ
め
」
の

問
題
ま
で
は
発
展
し
な

い
と
も
言
え
ま
す
。

降 雨 量
月

月

月

359ミ  リ
61ミ リ
92ミ リ

以
以
以

現
代
の
子
ど
も
た
ち
は
遊
び
方
を
知
り
ま

せ
ん
。
知
っ
て
い
る
と
す
れ
ば
家
の
中
で
疑
似

授教助

学

行

大

憲

本

田

能
Ｔ
水

体
験
Ｌ
し
て
の
テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
に
熱
中
す
る

■
位
に
な

っ
て
い
ま
す
‘
し
か
し
こ
れ
は
視

力

の
低
下
の
問
題
だ
け
で
な
く
、
実
体
験
と

混
同
し
て
し
ま

い
、
物
事
を
簡
単
に
考
え
た

り
、
人
の
心
や
痛
み
を
知

いヽ
な

い
ｆ
ど
も
を

作
り
出
す
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。
時
代

の
流

れ
と
し
て
、
マ
ル
チ
メ
デ

ィ
ア
の
利
用
が
進

ん
で
き

て
い
る
現
代
に
は
、
こ
の
テ
レ
ビ
ゲ

ー
ム
の
良
い
と

こ
ろ
を
引
き
出
し
て
子
ど
も

た
ら
に
利
用
さ
せ
る
ナ
も
大
切
な
事
で
あ
り
、

今
後
早
急
に
そ
の
方
策
を
家
庭
や
教
育

の
中

で
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す

世
界
の
発
展
途
上
国
で
は
子
供
の
十
人
に

．
人
が
脱
水
症
状
や
色

々
な
病
気
で
死
亡
し

て
い
ま
す
．
先
進
国
で
も
、
洗
濯
機
や
風

‐
‐′―

に
落
ち
て
の
溺
死
や
ホ

ッ
ト
な
ど
の
お
湯
を

か
ぶ

っ
た
火
傷
な
ど
、
信
じ
ら
れ
な

い
状
況

で
の
死
亡
が
多
く
な

っ
て
い
ま
す
．
母
親
だ

け
の
責
任
で
な
く
、
家
族
全
部

で
常
に
子
●
一　

∞

も

の
健
康
や
行
動
に
気
配
り
、
日
配
り
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す

食
事
は
体
作
り
だ
け
で
は
な
く
て
、
内
臓

や
神
経

の
発
達
と
の
関
わ
り
が
高
く
心
の
発

達
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
，
タ

ン
パ
ク
質

や
カ
ル
シ

ュ
ウ
ム
だ
け
で
な
く
、
穀
物
も
人

間
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
は
必
要
不
打
欠
な
も
の

で
す
．
要
は
バ
ラ
ン
ス
良
く
イ‐‐∫
で
も
良
く
噛

ん
で
食

べ
さ
せ
る
事

で
す
．
噛
む
事
も
心
理

的
な
発
達
に
大
き
く
関
係
し
ま
す
。

そ
れ
に
は

ハ
ラ
を
す
か
せ
る
環
境
作
り
が

大
切
で
す
．
定
時
に
は
食
事
を
ち

や
ん
と
と

る
事
が
生
活
の
リ
ズ
ム
を
作
り
出
す
■
に
な

り
ま
す
．

「今

日
は
休
み
だ
か
Ｌ
も
う
少
し

寝

て
か
ら
」
は
ｒ
ど
も
の
生
活

の
リ
ズ

ム
を

乱
す
ャ
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
外
食
は
栄
養

の
片
寄
り
の
問
題
だ
け
で
な
く
、楽
に
物
Ｉ

を
考
え
て
汁
え
の
気
持
ち
を
作
る
な
ど
心
ｒｌｌｌ

面

（
の
悪

い
影
響
が
あ
り
ま
す
．
■
労
し
て

食
事
を
作

っ
て
い
る
親

の
姿
や
、
「作
る
喜

び
」
を
分
か
ら
せ
る
■
も
大
切
な
■

で
す

間
、
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が
行
わ
れ
ま
す
。
運
動
の
重
点
目

標
は
、　
一
、
高
齢
者
の
交
通
安
全
事
故
防
止
　
一
一、
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
の
着
用
の
徹
底
と
な

っ
て
い
ま
す
。
車
の
運
転
や
歩
行
に
は
．

交
通
安
全
に
十
分
気
を

つ
け
て
く
だ
さ

い
。

子
ど
も
た
ち
に
交
通
安
全
を

教
え
る
こ
と
は
た
い
へ
ん
難

し
い
こ
と
で
す
。

町
で
は
幼
児
の
交
通
事
故
防
止

を
推
進
す
る
た
め
、
い
ろ
い
ろ
な

取
り
組
み
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

町
内
の
全
保
育
園
に
幼
児
の
交
通

事
故
防
止
を
目
的
に
し
た
、
保
護

者
が
主
体
と
な

っ
て
活
動
し
て
い

る
交
通
安
全
ク
ラ
ブ
が
あ
り
ま
す
。

八
月
五
日
の
午
後
か
ら
、
郡
内
の

こ
の
ク
ラ
ブ
が

一
堂
に
会
し
た
、

リ
ー
ダ
ー
研
修
会
が
あ
り
、
本
町

か
ら
も
十
七
名
の
保
護
者
が
参
加

し
て
、
子
ど
も
た
ち

へ
の
実
際
の

指
導
法
な
ど
を
研
修
し
ま
し
た
。

子
ど
も
は
大
人
よ
り
も
、
心
理

的
、
生
理
的
、
運
動
機
能
的
に
劣

っ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
の

「目
線
」

に
降
り
て
教
え
ま
し
よ
う
。

この広報では町の次代を担う子どもたちの健全な成

長と育成を願つて、家庭教育 |こ関する情報をお伝えし

ています。子どもの心をつかむ事|ま大変難しい事です。

分かつていると思つて安出していても、どこかですれ

違いが起きていたりします。

8月 9日の午後ア時から林業総合センターで、県教
育委員会主催の子育て懇談会が行われましたのでその

要旨をまとめてみました。今回は子どもの出理面だけ

でなく、食事面や健康面 |こも視点をおいた講演があり、

お父さん、お日さん方は熱心 |こ間き入つていました。

講演の後、3先生万への個別相談もありました。

熊本県立大学

山本昌央助教授

九州女学院短期大学

平野多嘉子教授

九
月

二
十

一
日
か
ら
二
十
日
ま

で
の
十
日

務
'|17.

さ ●

●   ●

郡内各町村から90名 が参加。実技指導の中
で、即興で交通安全の話しを作り上げてい

る草北保育園「ひめゆリクラブ」の皆さん。

今年のア月の水道使用量は104,863t

昨年の使用量は87,823t今年は約20%
(17,000t)も 増加しています。

引き続き節水をlbがけましょう
高森町では、水の大切さを理解してもらおうと、8月 3日 の水曜日「高森 ト

まで入る人や、大きなタンクにきれいな水を汲む人など、 トンネルの中

に様々な声が響きわたっていました。「高森の水はまだまだ]:宮。四国な

どでは水不足.水は大切にせんとバチがあたりますね」と皆さんは話さ
れ、水の大切さを良く分かっていただいているようでした。

また、7日 の日曜には熊本市主催の「親と子の水の旅」の一行140名 が

来町して トンネル水源を見学。同じく水の大切さを学び、熊本市の水のほ

とんどが阿蘇地区からの地下水の湧水であることを認識するために上流

域の現状を見学し、交流の重要性を認識することを目的としたものです。

子どもたちは、この トンネルの水など阿蘇の水が無くなれば、熊本市内

の水に影響があるとの話しを聞いて、じっと水面を見つめていました。

(7)

肥
後
の
水
資
源
愛
護
賞
を
受
賞

高
森
町
職
員
組
合
現
業
評
議
会

同
賞
は
水
資
源
の
か
ん
養
保
全
、

節
水
、
水
質
汚
染
防
止
に
積
極
的

に
取
り
組
み
、
成
果
を
あ
げ
て
い

る
県
内
の
団
体
、
個
人
、
企
業
な

ど
を
表
彰
す
る
も
の
で
、
以
前
か

ら
給
食
調
理
場
か
ら
出
る
廃
油
を

使

っ
た
せ

っ
け
ん
製
造
の
取
り
組

み
を
続
け
て
い
た
、
自
治
労
高
森

町
職
員
組
合
現
業
評
議
会

（会
長

後
藤
京
子
他
会
員
１６
名
）
の
皆
さ

ん
が
八
月

一
日
県
庁
で
表
彰
を
受

け
ま
し
た
。
「廃
油
せ

っ
け
ん

つ
く

り
は
家
庭
で
も
簡
単
に
で
き
ま
す
。

廃
油
だ
け
で
な
く
、
家
庭
排
水
を

き
れ
い
に
す
る
こ
と
は
大
切
な
こ

と
。
今
回
の
受
賞
を
励
み
に
こ
れ

か
ら
も
頑
張
り
た
い
」
と
話
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

幼
児
交
通
安
全
ク
ラ

ブ
リ
ー
ダ
…
研
修
会

さきに回覧であ配りした

反射テープ付きの肩かけベルトを

使わねてますか? 夜道では人が
歩いているのが、車から見えに<
くなります。自分の身を守るため

です。ぜひ着用して<ださい。
夜のジョギングや学校生徒クラ

ブ活動帰りにも着用しましょう。

食
事
の
取
り
方
や
栄
養
一の
バ
ラ

ン
ス
の
善
し
悪
し
が
子
ど
も
の

心
の
発
達
に
影
響
す
る

ご

祓

嘲誨―――…………―,ど

黛」D〉
苺■

″イ
れど
も
の
●
．が
一И矛
％
一ダ
ず
が
η
ロ

子
育
て

‐‐‐‐‐‐
で
欄
は
親
ら
ｔ
て
．

な

っ
て
い
ぐ
。
子
ど
も
は

―
親
の
先
生
で
あ
る
。

ンネル水源」の開放 (自 由見学会)を行いました。 トンネルの長さは2,050m、 毎分32t、 一日46,000tも の水が
湧き出しています。この日訪れたのは約千人。皆さん入るとすぐに トンネル内をながめて感心されていました。奥

月ケ:|| 平   年

濾

目■レ

Ｅ
Ｉ
が

の
問
題

．
．

子
ど
も
の
健
康
を
考
え
な
い

い
子
ど
も



で
き
ま
す
が
、
日
本
人
が
ア
メ
リ
　

達

き

て
、
し
ょ

っ
ち

ゅ
う
子

泊
ま
り
が
け
で
遊
び

「
長
　
　
旅

」

Ｌ
月
´
―
．
日

（金
）
午
後
圧
時

十
五
分
、
成
田
発
の
飛
行
機
で
日
本

を
出
発
．

こ
れ
で
、
日
本
と
も
し
ば
ら
く
お

別
れ
．
最
後
に
日
本
の
街
の
灯
り
や

山
の
風
景
を
目
に
焼
き
付
け
て
お
こ

う
と
機
外
を
見
れ
は
、未
だ
夏
の
人

陽
が
燦
々
と
輝
い
て
い
た
。

本
町
は
海
外
（
の
職
員
派
遣
ャ
業

を
実
施
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
が
、

本
町
の
こ
と
だ
け
で
な
く
、
熊
本
県

と
モ
ン
タ
ナ
州
と
の
関
係
、
と
り
わ

け
姉
妹
都
市
提
携
を
結
ぶ
に
至
っ
た

経
緯
を
少
し
述
べ
て
み
よ
う

昭
和
五
十
四
年
八
月
、
当
時
の
駐

Ｈ
ア
メ
リ
カ
人
使
の
マ
イ
ク
・
マ
ン

ス
フ
ィ
ー
ル
ド
氏
が
熊
本
県
を
訪
問

し
た
際
、
当
時
の
熊
本
県
知
事
沢
田

精
氏
か
ら
ア
メ
リ
カ
の
都
市
と
の

姉
妹
提
携
の
打
診
が
あ
り
、
マ
ン
ス

フ
ィ
ー
ル
ド
大
使
は
自
分
の
出
身
地

で
あ
る
モ
ン
タ
ナ
州
を
勧
め
ら
れ
た

後
藤
　
正
三

八
月
六
日
の
夜
遅
く
、
私
た
ち

家
族
は

一
年
間
の
ア
メ
リ
カ
生
活

を
終
え
て
無
事
高
森
の
地
を
路
む

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
日
本
人
が

ア
メ
リ
カ
の
情
報
を
得
る
こ
と
は

新
聞
や
テ
レ
ビ
の
発
達
で
簡
単
に

力
を
知

っ
て
い
る
ほ
ど
は

リ
カ
の
人
は
日
本

の
こ

ま
せ
ん
。
私
た
ち
親
子
が

饒
気
を
つ
け
た
こ

力
で
の
生
活
を
す
る
と

え
と
し
て
は

「
日
本
人
の

失
わ
ず
に

生
活
す
る

私
が
席

に
直
訳
す

い
た
い
と

．■
詳
し
い

で
は
会
議
を
朝
七
時
と
か
夜
七
時

　

て
活
動
し
ま
し
た

か
ら
で
も
開
く
と
い
う
、
ア
メ
リ

カ
の
合
理
精
神
と
や
る
気
を
感
じ

た
も
の
で
す
．

は
あ
ら
た
め
て
報
告
し
ま
す
。
私

た
ち
の
研
修
に
ご
理
解
と
ご
協
力

を
い
た
だ
い
た
事
に
感
謝
し
ま
す
。

旭

Ａ

団

地

建

て
替

え

工
事

と

小
学

校

新

築

工
事

が

着

エ

モ
ン
タ
ナ
便
リ
　
　
　
ロ
ロ
扁
岩
降
当
日

「着
任

し
ま
し
た

一

ヽ

ｄ

ＢＬ

馬

原

恵

介

こ
と
に
端
を
発
す
る
。
そ
の
後
、
双

方
の
Ｉ
務
レ
ベ
ル
の
協
議
も
経
な
が

ら
、
昭
和
Ｉ
Ｉ
七
年
七
月

一―
．
Ｈ

に
州
の
首
都
ヘ
レ
ナ
に
お
い
て
調
印

式
が
執
り
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た

の
で
あ
る
ズ
当
時
の
県
知
■
は
細
川

護
熙
氏
）
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
熊
本

県
と
モ
ン
タ
ナ
州
と
は
色
々
な
分
野

で
多
岐
に
わ
た
っ
て
交
流
を
実
施
し

て
き
た
。

本
町
も
「自
ら
考
え
自
ら
行
う
地

域
づ
く
り
事
業
」
に
よ
っ
て
国
際
交

流
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
と
な
っ
た

の
で
あ
る
。
そ
の
一
環
と
し
て
町
職

員
を
海
外
に
派
遣
し
、
国
際
的
感
覚

を
持
っ
た
、
こ
れ
か
ら
の
国
際
社
会

に
適
応
で
き
る
人
材
の
育
成
と
高
森

町
の
国
際
化
を
推
進
さ
せ
る
目
的
な

ど
の
た
め
に
国
際
交
流
事
業
の
実
施

を
希
望
し
、
以
た
の
内
容
で
県
の
国

際
課
と
協
議
の
結
果
、
モ
ン
タ
ナ
州

の
中
の
カ
リ
ス
ヘ
ル
市
へ
の
職
員
派

遣
が
決
定
し
た
の
で
あ
る
。

昨
年
八
月
か
喝ヽ
の
ヵ
リ
ス
ヘ
ル
市

滞
在
を
終
え
よ
う
と
し
て
い
る
後
藤

正
ｉ
氏
が
、
後
任
と
し
て
ア
メ
リ
カ

で
の
　
年
間
の
生
活
を
始
め
よ
う
と

し
て
い
る
私
を
出
迎
え
て
く
れ
た
の

は
、
現
地
時
間
二
十
一
日

（金
）
午

後
―
　
時
―
圧
分
（日
本
と
ア
メ
リ

カ
に
は
約
十
二
時
――――
の
時
差
が
あ
る
）

な
ん
と
高
森
を
出
発
し
て
か
ら
ｉ
十

時
間
の
長
旅
の
終
わ
り
の
と
き
で
あ

っ
た
．

こ
れ
か
し
、
一
年
間
前
任
者
と
は

違
っ
た
観
点
か
ら
ア
メ
リ
カ
を
考
察

し
、
色
々
な
情
報
も
含
め
て
、
皆
様

に
報
告
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

本
町
職
員
が
派
遣
さ
れ
て
い
る

モ
ン
タ
ナ
州
、
カ
リ
ス
ベ
ル
市

の
自
宅

択
し
た
者
に
あ

っ
て
は
、
六
十

一

歳
か
ら
六
十
四
歳
と
読
み
替
え
る

こ
と
）
に
達
し
た
月
の
い
ず
れ
か

遅
い
月
》
の
翌
月
か
ら
支
給
さ
れ

ま
す
。

農
業
者
老
齢
年
金
の
額

農
業
者
老
齢
年
金
に
つ
い
て
は
、

経
営
移
譲
年
金
の
よ
う
な
加
算
付

き
年
金
や
期
間
短
縮
特
例
者

へ
の

よ
う
な
特
例
的
な
加
算
が
な
い
の

で
、
次
の
計
算
式
に
よ

っ
て
年
金

額
を
算
定
し
ま
す
。

年
金
額
の
計
算
方
式
は
、
年
金

単
価

×
保
険
料
納
付
済
み
月
数

×

１
、
０
３
１
×
物
価

ス
ラ
イ
ド
改

定
率
で
す
。
年
金
単
価
は
、
昭
和

六
年
か
ら
十
二
年
生
ま
れ
の
方
が

六
十

一
歳
未
満
で
受
け
収
る
場
合

の
四
百
六
十
二
円
か
ら
大
正
十
五

年
生
ま
れ
の
方
が
満
六
十
五
歳
か

ら
受
給
す
る
場
合
の
八
百
五
十
五

円
ま
で
、
年
齢
と
支
給
開
始
年
齢

の
関
係
に
よ

っ
て
違

い
ま
す

．

詳
し
い
こ
と
は
役
場
内
の
農
業
　
９

委
彙
会
ま
で
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

妻
は
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
活

動
に
参
加
す
る
と
と
も
に
、
色
々

な
学
校
か
ら
の
招
き
で
日
本
の
生

活
な
ど
様
々
な
話
し
を
し
た
り
、

和
服
を
着
て
茶
道
や
幸
道
を
紹
介

す
る
こ
と
も
度
々
で
し
た
。

二
人
の
子
ど
も
た
ち
は
、
九
月

の
新
学
年
期
か
ら
地
元
の
小
学
校

に
入
り
、
慣
れ
な
い
た
め
に
最
初

の

一
ヵ
月
は
泣
き
な
が
ら
行
く
と

い
う
こ
と
で
、
私
た
ち
も
大
変
心

配
し
ま
し
た
が
、
子
ど
も
の
順
応

性
は
凄
い
と
い
う
か
、
す
ぐ
に
友

ジ
」
が

で

１
，
たで

か
ね
て
か
ら
計
画
中
の
大
字
高

森
、
旭
Ａ
団
地
の
建
て
替
え
工
事

の
安
全
祈
願
が
八
月

一
日
に
同
建

設
現
地
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

敷
地
は
現
在
地
の
西
側
に
二
千

三
十
三
２ｍ
拡
張
し
て
、
平
成
九
年

度
ま
で
に
二
十
戸
を
新
築
す
る
こ

と
と
し
て
お
り
、
本
年
度
は
そ
の

内
十
戸
を
建
設
し
ま
す
。

ま
た
八
月
十

一
日
に
東
小
学
校

の
新
築
工
事
の
安
全
祈
願
も
あ
り
、

来
年
の
開
校
を
目
指
し
て
工
事
に

着
工
し
ま
し
た
。
新
し
い
学
校
の

場
所
は
大
字
野
尻
の
東
中
学
校
敷

地
内
に
建
設
さ
れ
ま
す
。
本
校
舎

の
延
べ
面
積
は

一
九
六
四
２ｍ
。
体

育
館
は

一
〇
七
〇
っｍ
。
総
工
費
五

億
六
千
八
百
五
十
万
八
千
五
百
円

を
か
け
て
建
設
さ
れ
ま
す
。
こ
れ

ら
の
工
事
の
入
札
結
果
は
お
知
ら

せ
の
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下
さ
い
。

し

つ
一

目

解

し
い

う

ほ

し

た

●

ち
が
特
に
ど
、
打
ち
解
け

の
地
に
根

る
と

い
う

ん
な
人
と
交

に
興
味
を
持

田
い
つ

こ

と
旭 A団地の拡張された敷地で行

われた 8月 1日の安全祈願祭

●  ●

●   ●

「瓦|がのりました」

7月 号で紹介した後、大屋根部分の li事が進み、瓦が

のりました。内部について、特に浴■の様子を
1]1く 皆様

にお伝えしたいところですが、足場などがたくさん組ん

であり、まだ入れませんので、お見せできません。

工事の進歩状況は50%(8月 11」 現在)で、予定どお

り順調に進んでお ります。オープンHは まだ決定できま

せん。決まりしだい建設状況とともに、お知らせします。

農
業
委
員
会
だ
よ
り

農
業
者
年
金

ｍ

農
業
者
年
金
の
七
回
日
は
、
老

齢
年
金
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

こ
の
老
齢
年
金
を
受
給
す
る
た
め

に
は
、
次
の
要
件
を
満
た
し
て
い

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
ｃ

支

給

要

件

①
　
経
営
移
譲
年
金
の
受
給
権
者

以
外
の
者
で
、
保
険
料
の
納
付
期

間
が
二
十
年
以
上
あ
る
こ
と
。

②
　
平
成
三
年
四
月

一
日
前
に
経

営
移
譲
年
金
の
受
給
権
を
取
得
し

た
者
③
　
経
営
移
譲
年
金

（カ

マ
ボ

コ

型
の
新
経
営
移
譲
年
金
ま
た
は
、

ピ
ス
ト
ル
型
の
経
過
的
給
付
体
系

に
よ
る
経
営
移
譲
年
金
を
い
う
）

の
全
額
が
支
給
停
止
と
な

っ
た
者

支
給
開
始
時
期

前
記
支
給
要
件
の
①
と
②
に
該

当
す
る
場
合
は
、
六
十
五
歳
に
達

し
た
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
か
ら

支
給
さ
れ
ま
す
。
③
の
場
合
は
支

給
停
止
事
由
に
該
当
し
た
月

《
ま

た
は
六
十
歳

（ピ
ス
ト
ル
型
を
選

イ)
j́

く
(13)

(8)


